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 冬のアウトドアといえば、スキー・スノーボードですね。今年もファイブ M では、長野県白馬栂池高原へ 3
泊 4 日(車中 1 泊)のキャンプに出かけました。長いようであっという間のひと時を、親元からはなれ、大自然の
中で友達とのつながりを深めました。それでは、その様子を覗いてみましょう。 

 
2月 8日（金） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2月 9日（土） 
まだ辺りは暗く静かな栂池に到着し、一同に荷物をバスから降ろし、宿（光陽館）まで運びました。朝食まで

は仮眠の時間ですが、まだ疲れていないのか、おしゃべりが止まない部屋もちらほら。そのまま朝食の時間です。

スキーウェアを着たお友だちは、もう早く雪の中へ飛び込みたい思いでご飯を食べていたことでしょう。 

 
 
 
 
 
 
「ごちそうさま」みんなで手を合わせた後は、履き慣れない靴、ストックと板を担ぎいよいよゲレンデへ向か

います。宿のすぐ傍にあるゲレンデまでは、ゆっくり歩いて 3分程です。近いのは魅力で、この距離だとお友だ
ちも、行き帰りとも板とストックを自分で運べる距離です。さあ、準備体操も終え各班に別れ滑り出しです。さ

すがにこのときばかりは、元気が弾けるお友だちもおり、ウズウズする気持ちが伝わります。 
さっそく板を履きリフトに乗るお友だちや、板の履き方から覚えるお友だちもいます。カニさん歩きや、ハの

字を穏やかな斜面で練習しました。また、久しぶりに滑るお友だちも多く、板の上に体重が乗り切らない感じと、

その感覚を戻す午前の時間となりました。 

 
 
 
 
 
 

出発の日、ビジネス街や文化遺産の広がる四条室町の一角にある池坊短期大学前

の薄暗い夜 9時半。ヤサカの観光バスは静かに停まる。そこへ 30余人のお友だち
は、お父さん、お母さん、重い荷物たちと一緒に集まりました。そして、バスの窓

を通して手を振り合う姿は静かにあっという間に過ぎました。 
途中、多賀でお友だちを加えたバスの中は、灯りが消え暗くなっていました。この

時みんなそれぞれにどのような気持ちを抱いていたのでしょうか。ワクワク、ドキ

ドキ、高ぶる気持ちを抑えていたのでしょうか。案外、のんびりマイペースのお友

だちも多かったのかもしれませんね。たのもしいです。 




